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【海外経済指標他】 

・５日発表の12月米雇用統計によるとＮＦＰは前月比＋14.8万人と市場予想（＋19.0万人）を下回ったうえ、

過去分も0.9万人分下方修正された。もっとも、３ヶ月平均では＋20.4万人と引き続き堅調。６ヶ月平均

（＋16.6万人）、12ヶ月平均（＋17.0万人）との比較ではやや物足りなさを感じるが、完全雇用が近づく

につれて量的拡大が鈍ることはごく自然な現象である。労働市場の改善が減衰している訳ではないだろう。 

・失業率は4.1％と３ヶ月連続でヘッドラインは変わらず（小数点２桁では10月：4.07％、11月：4.12％、12

月：4.09％）。2017年通年では0.6％ptの低下でこの間に92.6万人の失業者が減少した。高齢化要因もあっ

て労働参加率は頭打ちになっているものの、Ｕ６失業率は低下傾向を維持しており、労働市場の裾野拡大

が見て取れる。 

・注目の平均時給は前月比＋0.3％、前年比＋2.5％と市場予想に一致。ただし、前月比伸び率が予想を満た

したのは、11月分の下方修正に助けられている。変化率でみれば予想を満たした形になるが、水準はやや

物足りない印象。前年比上昇率は＋2.5％へと0.1％pt加速したものの、３ヶ月前比年率では＋1.5％、同３

ヶ月移動平均では＋1.7％とモメンタムは弱まりつつある。 
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【海外株式市場・外国為替相場・債券市場他】 

・前日の米国株式市場は横ばい。新規の材料に乏しいなか、主要企業の決算発表を控えて売り買い交錯。Ｎ

Ｙダウは小幅反落もS&P500は小幅続伸。ＷＴＩ原油は61.73㌦（＋0.29㌦）で引け。 

・前日のＧ10 通貨は新規の材料に乏しいなかで欧州通貨の弱さが目立った反面、JPYは小動き。USD/JPYは

113を挟んで一進一退。EUR/USDは1.12を割れた。 

・前日の米10年金利は2.480％（＋0.4bp）で引け。要人発言ではサンフランシスコ連銀ウィリアムズ総裁が

2018年に「３回の利上げが理にかなっている」としたほか、ボスティック・アトランタ連銀総裁が「２～

３回の利上げが適切」と発言。後者は2018年に投票権を有することもあって米債買いの材料に。欧州債市

場（10年）はドイツ（0.431％、▲0.8bp）、フランス、イタリア、スペインが金利低下。対独スプレッド

はイタリア、スペインでタイトニング。 

【国内株式市場・アジアオセアニア経済指標・注目点】  

・日本株は連休中の欧米株が堅調な地合となったことを受けて続伸して寄り付いた（9：15）。 

 <＃３月ＦＯＭＣ ＃2018年追加利上げ第一弾 ＃４回への修正も> 

・上述のとおり12月米雇用統計はＮＦＰこそ市場予想を下回ったものの、総じてみれば労働市場の拡大継続

を示す結果となった。完全雇用が近づく或いは既にその状態にあるにもかかわらず、平均時給の伸びが緩

慢なことは、労働市場になお改善余地があることを浮き彫りにしているが、雇用を中心に経済全般が堅調

に推移している以上、それがＦＥＤの引き締め計画に修正を迫るとは考えにくい。 

・ドットチャートに基づくとＦＥＤは2018年に３回の利上げを計画している。よほどのネガティブショック

がない限りその第一弾は３月ＦＯＭＣが有力とみられ、金利先物が織り込む利上げ確率は75.9％と既に高

水準にある。2016年２月のような金融市場の大混乱が発生すれば話は別だが、市場参加者が利上げを想定

しているならば、追加利上げ実施の可能性が高い。 

・その場合、ＦＥＤが３月ＦＯＭＣで2018年の利上げ計画を４回に引き上げる可能性を相応に意識しておき

たい。現時点で４回の利上げを計画しているのはタカ派（中道タカ派寄り）の４名に限られるが、これま

での引き締め効果がさほど発現せず、実体経済が堅調な状態が続けば、利上げ計画を引き上げるメンバー

が現れる可能性は十分にある。 
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